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　本年度も残り約１ヶ月あまりとなりました。本年度の反省や課題を次年度の計画に反映できるよう、また、引継ぎがスムーズにできるよう、準備をしていきましょう。


本年度は、「財務マネジメントをとおした学校経営参画の研究と実践」を推進するため、

「各学校で財務のマネジメントサイクルを作ること」を目指し、
財務マネジメントサイクルにおける事務職員の役割を意識した
投げかけを行ってきました。




次年度の活動について
今年度の取り組みで財務についての意識が高まってきています。来年度はさらに、

みんなでひとつの方向に向かって取り組んでいくという意識をもっていくために、

「教育活動と学校事務が一体となっている姿」を具体的に描き、

そこに近づけるための方法についての研究に取り組みます。







　



支部長・主幹主査部との連携・・・


今年度は、支部長や主幹主査部の方々に助言を頂いたおかげで、支部での話し合いや全体会の分散会のなかで、研究部員としての役割を果たすことができました。


来年度は、支部での話し合いについて相談するだけでなく、次代を


担う学校事務職員の育成のために、みんなでめざす姿について考えられるよう、


さらに連携をとりながら話し合いをすすめたいと思います。


　　


　


　
































各学校を支援する体制として共同実施組織は有効であると考え、


①　各学校の状況、取り組みについて


②　情報や課題の共有


③　各学校での情報収集・発信の方法


支部全体の課題解決へ向けての取り組み


などを時期や各支部の状況に合わせて話し合いました。





平成２１年度　研究部の取り組み





平成22年2月　


事務職員会研究部

















支部への投げかけ・・・


今年度のようなPDCAサイクルで捉えた研究部からの投げかけは行いません。


課題解決のための、短期的な取り組みは共同実施で引き続き取り組みましょう。


来年度は少し長期的な展望で、過去に先輩が築いてきたことも含め、これからの学校事務のあり方について事務職員同士で対話をするきっかけをつくりたいと思います。














全体会と研究部の研究サイクル・・・


研究部員がまず言葉の定義を押さえて考え方の統一をして目指す姿を描き「目指す姿とそこに近づけるための方法」を提案します。


研究部の示した姿がすべてではありません。それをもとに一人一人の思いや意見を出し合いましょう。来年度は８月と１０月の２回、共同実施会で話し合いの時間を取っていただきたいと思います。





９月以降研究部では、支部からのご意見や他県・他の地域の


研究成果などを参考に研究を深め次の提案にむけて取り組みます。











１２月全体会の分散会「これから取り組んでみたいこと」より


・　校内巡視をする。買った備品も自分で使ってみる。


・　購入することだけでなく、捨てて整理することも財務。


学校のホームページに事務のコーナーをつくる


事務量が多いので、会計のルールを思い切って見直す


今ある仕事の改善をする。発想の転換も必要。


数年にわたった購入計画を立てる


貸し切りバスの見積もり。


事務の仕事を子ども達に伝える（光熱水費・行事の予算）


予算削減のためエコロジーを取り入れる








共同実施組織の牽引力・・・


　どの支部でも情報交換によってお互いがよい刺激を受け、一年をとおして継続的な財務の取り組みができました。支部によっては同じ様式を使い同じ提案をおこなうなど、共同実施組織での取り組みが各学校の実践を推進する力となっていました。


他の支部の取り組みを自分の支部にも取り入れてみましょう！








